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村料および方法

蛆虫卵：都内の屠畜場からブタ蛆虫を採取し，その子

宮（膣から４～５ｃｍの部位）内受精卵を２％ホルマリ

ン水中，５．Ｃ'５日間保存したものを実験に供した．

実験地：都内某地区の日向と日陰の２箇所を選定し

た。実験地の士壌の`性状はいずれも砂質壌土質である．

日向実験地としては,日当りの良い土地（５ｍ×2.5ｍ）

を整地し，そこに縦に２列の畝を作り周囲を金網で囲っ

た．日陰実験地は，農家とその西側の石塀との間のうっ

そうと繁る樹木の下の土地（1.5ｍ×２ｍ）２箇所を整

地し，前者と同様に畝を作った．実験開始後は，日向で

は定期的に丹念に除草を行ない常に日照を妨害すること

のないように努めた．また日陰では，実験地の上をさら

にソテツの葉などで覆いできるだけ日射を遮断した．

虫卵の土壌への撒布：野外士壌の表面ならびに士中に

蛆虫卵を配置するにあたり，虫卵の分散を防止し，試科

の回収を効率よく行なえるようにとの配慮から以下のよ

うな方法を新たに考案した．すなわち，円柱形のプラス

チック容器（35ｍｍロールフイルム容器，直径３ｃｍ,高

さ５ｃｍ；直径４ｍｍ大の小孔を底面に６箇所，側面に

32箇所あけたもの）に土壌（実験地の土壌を乾熱滅菌し

たもの）と虫卵懸濁液とをＦｉｇ．１に示したように交互

に重層した．虫卵の存在部位は容器内士壌の表面と表面

から４ｃｍの深さの２箇所とし，底面と底面上１ｃｍの

２箇所に一枚のガーゼ片を挿入し，検査時における虫卵

撒布,層の位置を推測するための目印とした．この虫卵含

有容器20数個を,土壌を盛ったプラスチック製のカゴ(４０

ｃｍ×30ｃｍ×７ｃｍ）に，容器内土壌の表面と容器の外側

の土壌表面とが同一の高さとなるように埋め込み，この

カゴをそれぞれの実験地の畝上に毎月１つずつ設置した

（Fig.２）．本論文では，以下このような方法による虫

緒言

近年わが国においては，蛆虫，鉤虫，鞭虫などいわゆ

る士壌伝播性寄生虫による国民の感染率は著しく減少し

た．しかし東南アジアその他の熱帯・亜熱帯の多くの国

々においては，今なおこれらの寄生虫による感染は広く

みられ，その防逼は大きな課題となっている．1974年に

発足をみたアジア寄生虫予防機構は，こうした国々の土

壌伝播'性寄生虫予防と家族計画との統合による実践計画

を基調とするが，この統合計画を効果的に推進するため

には，まずそれらの地域での土壌伝播`性寄生虫感染の疫

学的要因について十分検討しておく必要がある．野外に

分散した蛆虫卵の運命を，環境条件の著しく異なる各国

ごとに統一された方法によって検討し，その結果を比較

してみることもその重要な課題の一つと考えられる．

士壌内における蛆虫卵の発育・変性に関する研究とし

ては，自然の状態に近似させた実験として，耕作地に直

接，蛆虫卵もしくは蛆虫卵を含有する尿尿を撒布した越

智（1932)，角（1953ｃ)，小林（1956）らの報告があ

る．しかしこれらはいずれも尿尿を肥料として利用する

という日本など一部の国々における特殊な農法に模して

行なわれた虫卵撒布実験であり，この実験方法を東南ア

ジアなどで採用するのは必ずしも適当とはいえず，また

土壌内における虫卵の発育や変性の過程を経日的に詳細

に観察するためのモデル実験としても難がある．

そこで本研究においては，以上の諸点を考慮に入れ，

標準的な野外モデル実験のための方法を考案し，この方

法を適用して得られた結果について検討した．

本研究の一部は文部省科学研究費補助金による研究，
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ン液約20ｍｌを加え室温で10～15分放置して蛆虫卵の蛋

白膜を除去した．次いでこれに水道水を加えて洗浄，遠

沈（2,500rpm，５分）したのち，比重を1.26に調整した

硫苦水を沈法に加え再び遠沈し，虫卵を浮遊させた．浮

上部分から検出される虫卵についてこれを顕微鏡下で少

なくとも100個観察し，その発育．変`性の状態を記録し

た．また，虫卵の発育速度を計る指標として，撒布され

た虫卵の50％が分裂期卵または仔虫期卵に至るのに要す

る日数を概算した．それにあたっては横軸に虫卵撒布後

の日数，縦軸に分裂期卵または仔虫期卵の百分比を折線

グラフによって示し，これによって各50％に達するまで

の日数を推定した．なお当該日数が虫卵撒布後２週以

内，すなわち第１回目の観察時にすでにそれぞれの虫卵

の割合が50％を超えていた場合は，その日数を15日未満

(＜15）として扱った．

実験地の気温と土中温度の測定：日向実験地では直射

日光の当たる位置に，日陰実験地ではそれの当たらない

位置に最高一最低温度計を地表から50ｃｍの高さに設置

して気温を測定し，これを以って土壌表面の温度測定に

代えた．士中温度の測定は，各実験地の土中４ｃｍの深

さに同温度計を水中に埋没設置して行なった．またその

他の気候要素については，気象庁年報（気象庁，1985,

1986)を参照し,それぞれの記録を各月ごとにまとめた．
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Ｆｉｇ．１Arollfilmcontainerwithperforated

holes・ASC”zseggsareplacedonthesurface

andａｔ４ｃｍｄｅｐｔｈｏｆｔｈｅｓｏｉｌｐａｃｋｅｄｉｎｔｈｅ
vessel．

成績

Ｌ各種撒布条件とその後の虫卵の発育

ａ）分裂開始：日向表層部に撒布された虫卵は概して

その後の発育が不良で，虫卵の50％以上に正常な分裂像

が観察されたものは，７月，９月および10月に撒布され

た虫卵に限られた（Fig.３－Ａ)．これに対し，日向下層

部（土中４ｃｍ)，日陰表層，同下層部ではいずれの月に

撒布した虫卵も確実に分裂を開始した．これらの条件下

において，虫卵の50％が分裂を開始するのに要した概算

日数をみると，５～９月撒布卵の15日未満が最短で，最

長日数は11月撒布卵において記録され，日向下層部卵で

170日，日陰表・下層部卵で約200日であった(Tableｌ)．

ｂ）仔虫形成：日向表層部では，７月および９月撒布

卵に５０％以上の仔虫形成が認められたが，他の月に撒

布した虫卵についてはそれをみるまでに至らなかった

(Fig.３－Ａ)．しかし日向下層部，日陰表層，同下層部

ではいずれの月に撒布した虫卵も順調に仔虫形成に至っ

た．これらの条件下では，虫卵の50％が仔虫期に達する

のに要した概算日数は，最短が８月撒布卵の15日未満，

最長は10月撒布卵の230～260日であった（Table２）虫

Fig.２Thesamplingcontainersburiedinthe
soiLMorethan20ofthesecontainｅｒｓｉｎａ

ｂａｓｋｅｔｗｅｒｅｓｅｔｉｎｔｈｅｇｒｏｕｎｄeverymonth．

卵含有容器の野外土壌への埋め込み作業を「虫卵の撒

布」として表現する．虫卵試料の撒布は1983年２月から

1984年１月までの１年間にわたって行なった．

虫卵の回収および観察：虫卵の観察期間は，虫卵撒布

後少なくとも１年間，最長で２年２カ月に及んで実施し

た．虫卵観察の間隔については，撒布後１年までは月１

回（ただし，初年度の４～１０月の期間については月２

回)，１年を超えたものについては２～３カ月ごととし

た．虫卵の回収は，日向・日陰の実験地から試料容器を

無作為に各１個ずつ（撒布１年後のものについては各２

個ずつ）抜きとり，それぞれにつき土壌表面と４ｃｍ下

部から土壌試料５９をはかってとり，その中に含まれる

蛆虫卵を硫酸マグネシウム溶液（硫苦水）を用いた浮遊

法によって行なった．まず土壌試料に20％アンチホルミ
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卵の仔虫形成に至るまでの速度は，日向下層部卵の方が

日陰下層部卵よりも速く，日陰では表層部と下層部とで

著しい差をみなかった（Table２)．

虫卵撒布１年後における仔虫期卵の比率は日陰表層部

卵54～99％であったのに対し，日向下層，日陰下層部卵

ではともにほぼ90％以上で，日陰表層部卵ではやや低率

であった（Table３)．さらに士壌中の虫卵については，

日向・日陰を問わず撒布後２年～２年２カ月においても

なおその90％以上が仔虫期卵としての形態を保持してお

り，仔虫の長期生存が示唆された．

２．各種虫卵撒布条件と虫卵の変性

ａ）変性卵の出現率：各種条件下についての虫卵撒布

１年後における変性卵の出現率はＴａｂｌｅ３に示した通

りである．変性卵の出現は日向表層撒布卵に著しく，変

性した虫卵はその後速やかに消失して検出されなくなっ

た．これに対し，日向下層部および日陰下層部における

変性卵の出現率は最高15％までで，多くは数％程度と低

く，また撒布月による変動も認められなかった．日陰表

層撒布卵では，同下層部卵に比べて変性卵の比率がやや

高いこと，虫卵の回収数が概して少ないこと，撒布月に

よる変性率の変動が１～46％と大きいことなどが特徴で

あった．

ｂ）日向表層撒布卵の変性の経過：日向表層に各月撒

布された虫卵のその後の発育と変性卵出現率の推移は

Ｆｉｇ．３－ＡおよびＦｉｇ．３－Ｂにそれぞれ示した如くであ

る．1983年の２月から６月までに撒布された虫卵は，ご

く一部が卵割または仔虫形成をみたものの，そのほとん

どは発育が障害され８月中旬までに全て変性・崩壊に陥

った．７月撒布卵は撒布１カ月後にはその多くが仔虫期

に達したが，その後速やかに変性した．８月撒布卵で

は，撒布後半月以内で土壌表層からの消滅がみられ，虫

卵が完全に変性・消滅するまでの最短日数を記録した．

これに対し，９月撒布卵は，着実に仔虫期に達したのち

越冬し，翌春に変性に陥るまで仔虫期卵として半年以上

も生残した．１０月撒布卵はその大半が分裂期卵（蝿斜期

卵が50％）として，また11月撒布卵はその数％が分裂期

卵として越冬したが，いずれも冬から春にかけて徐々に

変性が進み，結局は仔虫形成をみることなく変性した．

12月と翌１月に撒布された虫卵は単細胞期卵として越冬

し，５月頃から分裂を開始し，６月には変性を免れたも

のが仔虫期に達した（20～30％）が，その後は夏から冬

にかけて徐々に変性が進行した．

ｃ）蛆虫卵の変性像：観察された土壌内蛆虫卵の変`性

像のおもなものをＦｉｇ．４に示した．単細胞期卵では，

TablelEstimatedperiodrequiredforiniti‐

atingcleavagein50％ｏｆＡｓｃα'一iseggs

appliedtothesoilundervariouscon-
ditions

Daysrequiredfor50％cleavage

ShadyMonthof

egg-application
Ｓｕｎｎｙ

４ｃｍ

４cmSurfacedeepSurfacedeep

＊Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
過
Ｄ
咀
巧
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
く
Ｎ
く
く
Ｎ
Ｎ
Ｎ

０
５
０
５
５
５
５
５
０
５
０
５

８
６
２
１
１
１
１
１
３
９
７
３

１
１
１

く
く
く
く
く

Feb・’８３

Mar・

Apr、

Ｍａｙ

Ｊｕｎ

ＪｕＬ

Ａｕｇ

Ｓｅｐ、

０ct、

Nov、

Dec、

Jan・’8４

７５

５０

２０

＜１５

＜１５

＜１５

＜１５

＜１５

＜１５

１７０

１４５

１２０

８５

５５

２０

＜１５

＜１５

＜１５

＜１５

＜１５

３５

２００

１７５

１４０

＊ＮＤ：Notdeterminedbecauseeggsweredege

neratedbeforereaching５０％cleavage

Table2Estimatedperiodrequiredforembry‐

onationin50％ｏｆＡｓｃａ７ｉｓｅｇｇｓａｐ‐

ｐliedtothesoilundervariouscondi‐
ｔｌｏｎｓ

Daysrequiredfor5096
embryonatio、

Monthof

egg-application
ShadySｕｎｎｙ

Ｍｌｃｏｉ墨Mac・ｄｅｅｐ
Ｆｅｂ、’８３

Mar・

Apr・

Ｍａｙ

Ｊｕｎ

ＪｕＬ

Ａｕｇ

Ｓｅｐ

ＯｃＬ

Ｎｏｖ，

Dec、

Jan・’8４

＊，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
ｎ
ｖ
Ｄ
０
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
２
Ｎ
２
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

０
０
５
０
５
０
５
０
０
５
５
０

２
０
６
４
３
２
１
２
６
２
９
６

１
１

２
２
１
１

く

１１０

８５

５０

２５

２０

２０

＜１５

２０

２３０

１９５

１７５

１４５

125

９５

６０

４０

３５

２０

＜１５

２０

２６０

２３５

２０５

１７０

＊ＮＤ：Ｎｏｔdeterminedbecauseeggsweredege‐

neratedbefore5096embryonation
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Ｔａｂｌｅ３ＴｈｅｆａｔｅｏｆＡｓｃαﾉｰiseggsoneyearafterapplicationtothesoilundervariousconditions

９６Eggsdegeneratedorembryonated＊

ShadyMonthof

egg-application

Sunny

４ｃｍｄｅｅｐSurface４ｃｍｄｅｅｐSurface↑

ＤｅｇＥｍｂｒ．ＤｅｇＥｍｂｒ．Ｄｅｇ、Ｅｍｂｒ．ＤｅｇＥｍｂｒ．

２
７
２
３
２
２
２
１
０
５
３
６
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１
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３
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７
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８
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５
７
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９
９
９
９
９
９
９
９
８
９
９

８
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６
９
９
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８
６
４
７
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
２
１
１
４
３
２
５
０
０
２
６

３
２

２
４
２
４

９
８
９
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７
８
５
０
０
８
４
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９
９
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９
９
９
８
６
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５
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Ｍａｙ
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ＪｕＬ

Ａｕｇ

ＳｅＰ

Ｏｃｔ・
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Jan・’8４

２
３
１
４
１
１
４
２
４
６
３
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
２

＊Figuresweredeterminedbyresultsｏｎｍｏｒｅｔｈａｎ２００ｅｇｇｓｅｘｃｅｐｔｆｏｒｔｈｏｓeofsunnysurface．
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Ｆｉｇ．３TheprocessofdevelopmentanddegenerationofAsca7iseggsaftertheirapplicationtothe
groundsurfaｃｅｉｎｔｈｅｓｕｎｎｙｐｌａｃｅｉｎＦｅｂ．（●)，Mar.（○)，Apr.（■)，Ｍａｙ（ロ)，Jun．（▲）Jul.（△)，
Aug．（◆)，Sep．（◇)，０ct．（▼)，Nov．（▽)，Dec．（(D）ｉｎｌ９８３ａｎｄＪａｎ．（征）ｉｎ1984.
Ａ：Cleavageandembrvonation．Ｂ：Degeneration．

思われる像もみられた．このような変｣性卵は６月初旬か

ら日向表層部卵を主体として－部日陰表層部卵にも認め

られたが，日向でも土中に撒布された虫卵では全く見ら

れなかった．

発育期卵の変性については単細胞期卵の場合と同様，

萎縮（Fig.４－Ａ）や胞形成（Fig.４－B）も少数ながらみ

られたが，その主要な変`性像は穎粒変性（Fig.４－Ｃ～Ｆ）

であった．日向表層部卵については穎粒変性に陥った単

細胞期卵のほとんどが，やがて卵殼の変』性や罪薄化を伴

い（Fig.４－Ｅ，Ｆ)，さらには卵内容が崩壊し消滅直前と

（４）
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Ｆｉｇ．４PatternsofdegenerationofAsｃａ７ｉｓｅｇｇｓａｐｐｌｉｅｄｔｏｔｈｅｓｏｉＬＤｅｇenerationofmonocellular

eggswascharacterizedbyshrinkage（Ａ)，vacuolarformation（B）andgranulation（C-F)．Granular

degenerationwithadeformedandthinnedegg-shell（E，Ｆ）wasanultimatedenaturativefeatuｒｅ

ｏｆｔｈｅｅｇｇｓｏｎｔｈｅｓｕｎｎｙｇｒｏｕｎｄｓｕｒface・Thedegenerativefeaturesencountｅｒｅｄｉｎｔｈｅｅｍｂｒｙｏｎａｔｅｄ

ｅｇｇｓｗｅｒｅｈｙalination（Ｇ，Ｈ）andgranulation(1)．

実験地における気温(土壌表面温度）と土中４ｃｍの深

さの最高と最低温度の各月観測結果をＴａｂｌｅ４に示し

た．年間を通じて８月中旬に最も高い温度が記録され，

直射日光の当たる日向での最高温度は気温44.Ｃ，士中で

穎粒形成が主要な変性像であった．また仔虫期卵につい

ては一般に変性率は低かったが変性像としては透明化

(Fig.４－Ｇ，Ｈ）と穎粒変性（Ｆｉｇ．4-1）とがみられた．

３．実験地の気候要素の変化

（５）
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も39°Ｃに達した．また日陰ではそれぞれ32°Ｃと27°Ｃ

であった．

東京都における各月気温，相対湿度，降水量，全天日

射量についての気象庁の観測値はＴａｂｌｅ４に示した通

りである，すなわち気温は７～９月とくに８月に最高，

湿度は冬～春期にかけて低い．一方全天日射量は５月に

最高（18.0ＭJ/ｍ２/day）で，６月，８月，４月（14.7～

13.3ＭJ/ｍ２/day）がこれに次ぎ，７月は以上の各月より

も低い値(11.9ＭJ/ｍ２/day）を示している．

これらの各気候要素と日向表層撒布卵の変`性との関係

では，最も強い関連を示すと思われるものは全天日射量

であった．すなわち全天日射量は，虫卵の変性が急速に

進んだ５月，６月および８月において最も高い値を示し，

虫卵の変性が進行しなかった７月や９月以降の季節では

相対的に低い値を示した．

考察

熱帯・亜熱帯の国々における土壌伝播性寄生虫の防逼

を効果的に推進するための一つの課題として，土壌伝播

性寄生虫感染の疫学的要因を解析することが必要である

と思われる．本研究は，疫学的伝播要因の検討として土

壌に撒布された蛆虫卵とその運命という問題をとりあ

げ，それの検討がどの国々でも行なえるような標準的な

野外実験のモデルを考案すること，さらにその方法を適

用して得られた結果の解析の手段について検討すること

を目的として行なわれた．

虫卵撒布の方法として，多数の小孔をあけたプラスチ

ック製のロールフィルム容器内に土壌と虫卵懸濁液とを

重層して詰め，容器ごと野外土壌に埋め込むという方法

を採用した．この方法は虫卵の分散防止，試料の回収の

効率化，経日的長期観察など多くの点で前述の目的を十

分満たすものであると考えられる．

蛆虫感染の疫学，予防に関連して行なわれた土壌内蛆

虫卵の発育に関する研究は，過去に多くの報告をみる．

それらの成績を総合すると，耕作地の土壌表層部に撒布

された蛆虫卵は季節によってその発育速度は異なるが，

適当な湿り気があれば良く発育し，かつ越冬も可能であ

る（越智，1932；角，1953ｃ；小林，1956）が，気温の

高い夏期に直射日光を受けて乾燥した状態では速やかに

死滅する（越智，１９３２；角，1953ｃ)．しかし土壌中３～

91ｃｍまでの深さに埋込まれた虫卵では変性率が低く，

仔虫期に達し（越智,１９３２；角，1953ｃ；小林，1956)．

少なくとも２年以上は生存した（角，1953ｃ)．植木鉢

(角，1953a，ｂ）やポット（小宮ら，1955）を用いた実験
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では，直射日光や乾燥が虫卵に障害的に作用する．木箱

に土壌を詰めてこれに蛆虫卵を撒布し，木箱ごと９月下

旬に士壌に埋めて観察した西村（1952）の実験によれ

ば，秋から冬にかけての直射日光は地表の虫卵に対して

殺滅的ではなく，日向・日陰の別なく虫卵は仔虫期に達

し春まで生存した．本研究における我々の成績はこれら

の諸結果と概ね一致するものであった．

野外においては，蛆虫卵に対する致死的な物理的要因

として温度，乾燥，日光が重要な要素と考えられる（吉

田，１９２６；青木，１９３４；竹山，１９５０；森，１９５７；高崎，

1935)．しかし日向表層撒布卵における著しい変`性の発

現をこれら個々の要因との関係によって説明しようとし

た従来の解析方法では説得性に欠け，数多くの要素の複

合作用との関係を考慮に入れる必要がある．そこで，気

温・乾燥・紫外線などの複合要因と密接な関係があると

思われる全天日射量をとりあげ，これと変性卵出現との

関係を調べてみた．その結果，全天日射量の増加する時

期と変性虫卵の増加時期との間につよい相関がみられる

ことが判明した．全天日射量は太陽の輻射熱量の１日当

たりの総量であり，野外に撒布された虫卵に対して障害

的に作用する環境要因の重要な指標として注目されるべ

きであろう．

蛆虫卵の変性像については，化学薬品を用いた場合の

変性過程についての詳細な報告（柳沢，1955）がある

が，土壌撒布蛆虫卵の変性過程についての研究・報告は

少ない．日向土壌表層部卵にみられた，卵殼の罪薄化・

変形を伴う内部の穎粒変性像についてはこれまでその報

告をみない．これらの変性卵はその後比較的速やかに崩

壊・消滅するものと推定され，このことが日向土壌表層

部における虫卵の消失のおもな原因であろうと思われ

る．この問題は日向土壌表面に分散した蛆虫卵の運命を

追求する場合に十分留意さるべきである．

これらの結果から，蛆虫感染の実際においては，日陰

土壌表層部卵が最も重要な役割を果たすものと考えられ

る．しかし日向表層部卵でも全天日射量の少ない季節に

撒布されたものでは仔虫期に到達するので，これによる

感染の可能』性についてはこれを無視しえない．

結論

士壌に分散された蛆虫卵の運命を明らかにするための

標準的野外実験モデルを考案し，これを適用した場合に

おける土壌内蛆虫卵の発育と変性について諸種の観点か

ら解析を行なった．

１．虫卵の撒布方法として，多数の小孔をあけたﾌﾟラ

スチック製の35ｍｍロールフイルム容器内に土壌とブタ

蛆虫卵懸濁液とを重層し，虫卵が容器内土壌の表面と表

面から４ｃｍの深さの２部位に置かれるようにし，この

虫卵含有容器を野外の日向および日陰の土壌に埋め込む

という方法を考案した．容器の埋め込みは毎月１回，１

年間にわたって行ない，各月撒布卵のそれぞれにつき撒

布後少なくとも１年以上観察した．

２．日向土壌表層に撒布された虫卵に著しい変性とそ

れに続く崩壊が認められた．虫卵の変性は晩春から夏期

にかけて急速に進行し，いずれの季節に撒布された虫卵

も撒布１年以内にほぼ完全に変性，崩壊した．しかし９

月撒布卵についてはそのほとんどが仔虫期卵として半年

以上も士壌表面に存在した．

３．日陰士壌表層部日向土壌下層部，日陰土壌下層

部に撒布された虫卵は撒布後着実に発育し，１年後にお

ける仔虫期卵の割合はそれぞれ54～99％，９４～99％，

85～99％といずれも高い値を示した．

４．日向土壌表層部における特徴的な虫卵変性像とし

て，卵殻の変形・罪薄化を伴った穎粒変`性像の存在が明

らかにされた．これらの変性像はとくに単細胞期卵に著

明であり，虫卵の崩壊・消滅直前の像と考えられた．

５．士壌表面に撒布された蛆虫卵の変性過程と深い関

係のある気候要素として，全天日射量が指摘された．
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THE FATE OF ASCARIS EGGS APPLIED TO THE SOIL

UNDER VARIOUS CONDITIONS

Ken KATAKURA, Atsuo HAMADA and Akio KOBAYASHI

{Department of Parasitology, Jikei University School of Medicine,

Tokyo 105, Japaix)

The present study was designed to make a semi-field experimental model for the study on

the fate, development and degeneration of Ascaris eggs on or in the soil after their appli

cation.

1. A new method for egg-application to the soil was attempted as follows. A plastic roll

film container (3 cm in diameter x 5 cm in depth) with 38 perforated holes was used as the vessel of

the soil sample. Fertilized Ascaris suum eggs treated with 2% formalin solution were put on the soil

surface and into (4 cm deep) the soil packed in the containers. Once a month from February 1983

to January 1984, more than 20 of those sampling containers were buried in the ground of each

of sunny and shady places in a suburb of Tokyo. Sampling was made once or twice a month for

at least one year by collecting a container from each of the spots of both places. The soil samples

were treated with NaCIO and then with MgSO4 solution (specific gravity, 1.26) to float Ascaris

eggs. At least 100 floated eggs were examined microscopically.

2. Extremely frequent occurrence of degeneration was shown in eggs applied onto the

ground surface of the sunny place, attaining to 97-100% after one year. The egg-degeneration

proceeded rapidly in May, June and August. Eggs distributed in September developed to the

larval stage and existed on the ground surface until next summer.

3. The majority of the eggs on the shady ground surface and in the soil at 4-cm depth of

either sunny or shady place were found to be embryonated after one year, the rate being 54-99%,

94-99% and 85-99%, respectively.

4. The most striking denaturative feature in the unicellular eggs on the sunny ground

surface was granulation of cytoplasm with a deformed and thinned egg-shell.

5. It was suggested that occurrence of egg-degeneration was closely correlated with the

global solar radiation.




